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研究成果の概要（和文）： 

１．モンゴル牧畜民は「砂漠化」対策において伝統的知識および市場を巧みに活用している。 

２．政策立案者とモンゴル牧畜民において「砂漠化」認識とその対策および「牧畜」認識が異

なる。そのために、環境保全を企図した政策が必ずしも環境保全につながっていない。こうし

たなかで、地方政府は自らのイニシアティブで実情にあわせた政策を実施している。 

３．環境政策の立案には地域住民の生業理解と伝統的知識の活用が重要である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
1. Mongolian pastoralist use traditional knowledge and market under desertification. 

2. There are deep differences to recognition and countermeasure of desertification between Chinese 

policy makers and Mongolian pastoralist. These differences bring unexpected degradation of the 

environment.  

3. It is important to make environmental policy founded on culture and society of local people. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は中国内モンゴルにおいて、

「砂漠化」と改革開放政策と称される脱社会

主義政策によって大きく変貌するモンゴル

牧畜社会の研究をおこなってきた。中国内モ

ンゴルの「砂漠化」問題は、牧畜民にとって

これまで以上に激しい環境変動が起きてい

ることと、脱社会主義政策による定着化の不

可逆的な進行によって、牧畜民による環境変
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動への従来の対応が大きく変容させられた

ことである。こうしたなかで、モンゴル牧畜

民は伝統的な資源利用を活かしつつ、独自の

砂漠化対策を構築してきたことが明らかに

なってきた。その一方で、「砂漠化」に対し

て実施されている環境政策において、環境変

動が論じられることなく、「砂漠化」とは土

地の劣化であり、その原因はその土地に暮ら

す人びと、つまり牧畜民にあると考えられて

いる。くわえて、環境破壊の背景には牧畜民

の貧困があるとされ、環境政策には、貧困対

策として牧畜によらない産業開発という経

済開発が盛り込まれている。その結果、環境

政策は農耕民的発想による定着化と農業政

策を強力に推し進めるものとなっている。そ

の過程で環境に大きな負担を強いる資源利

用が拡大しつつある。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、資源利用の視点から｢砂

漠化｣に対してすでに20年以上の経験をもつ

モンゴル牧畜民の砂漠化対策と、環境政策に

よるその変容を分析にすることにより、牧畜

民の資源利用をいかした形での乾燥地に適

した環境政策モデルの構築に資することで

ある。具体的には、以下の2つの課題に取り

組む。 

 
（１）「砂漠化」におけるモンゴル牧畜民の

資源利用の解明 

 ｢砂漠化｣状況に対してすでに20年以上の

経験をもつモンゴル牧畜民は伝統的な資源

利用を活かしつつ、新たな砂漠化対策を構築

している。この新しい砂漠化対策を農耕実践

と市場利用に着目して明らかにする。 

  
（２）環境政策によるモンゴル牧畜民の資源

利用の変容 

 黄砂や砂嵐が環境問題として注目される

中で、内モンゴル全域で環境政策が積極的に

推し進められている。環境政策による資源利

用の変容を明らかにし、環境政策とモンゴル

牧畜民の砂漠化対策の相違、その背景にある

砂漠化認識とその対策の相違を明らかにす

る。 
 
３．研究の方法 
本研究の主要な方法は、資料収集、フィー

ルド調査、中国政府の政策立案者、地方政府

担当者の聞き取り調査である。 

 
（１）資料収集 

モンゴル牧畜民の資源利用、中国の環境政

策について、日本と中国において資料収集を

おこなう。 

 
（２）フィールド調査 

牧畜民の砂漠化認識、砂漠化におけるモ

ンゴル牧畜民の伝統的資源利用の活用、 

環境政策による資源利用の変容、とくに土

地および市場利用の変化、環境政策に対す

る牧畜民の評価、牧畜文化の変容などにつ

いて調査する。 

 
（３）聞き取り調査 

 フィールド調査結果を比較考察し、政策立

案者、地方政府担当者の環境政策の実施状況

と現状認識について聞き取り調査を実施す

る。とりわけ、牧畜民と政策立案者らとの砂

漠化認識の相違に着目する。 
 
４．研究成果 

研究成果はおおきく下記の 2 つにまとめら

れる。 

（１）モンゴル牧畜民にとって「砂漠化」と

は干ばつや河川水の減少であり、自然災害で

ある。自然災害への対応は従来移動であった



 

 

が、定住化が進んだ現在、人と家畜と草原に

立脚した伝統的な知識を活用しつつ対応し

ている。そうしたなかで、農耕への依存が拡

大している。これまでの天水農耕による食糧

生産から灌漑による飼料栽培への転換だけ

でなく、換金作物の栽培も拡大し、モンゴル

牧畜民の農耕とのかかわりが急激に変容、拡

大している。灌漑による飼料栽培だけでなく

換金作物の栽培も拡大し、モンゴル牧畜民の

農耕とのかかわりが急激に変容、拡大してい

る。また、モンゴル牧畜民は市場を巧みに活

用し、家畜を売却によって処分することによ

って自然災害の被害を最小限に抑えるだけ

でなく、家畜を淘汰している。家畜の経済的

な価値の大きさは申請者が当初より注目し

ていたことであるが、牧畜と市場経済の親和

性があらためて示唆された。 

（２）環境保全を企図した政策が必ずしも環

境保全につながらない背景の一つには、政策

立案者、地元政府と地元住民において「砂漠

化」認識とその対策および「牧畜」認識が異

なることがある。それは、モンゴル牧畜民と

漢族農民の「緑」と家畜への認識の相違であ

る。だが、これら３者の政治権力構造は垂直

であり、地元政府ならびに地元住民は国家政

策を受け入れざるを得ない。この政治権力構

造が中国における画一的な政策の再生産と

継続につながっている。こうしたなかで、地

方政府は自らのイニシアティブで補償金の

支給、実情にあわせた放牧管理の推進、新た

な農地開墾の禁止、河川水による牧地の灌漑

などを実施している。地元政府や現地に暮ら

す人びとの視点を取り入れた環境政策の立

案の必要性が改めて明らかになった。 
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